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今
後
の
産
業
振
興
施
策
は

各
産
業
と
連
携
し
て
推
進

柳
村　
　

一 

議
員

　

国
や
地
方
が
財
政
難
の
中
、「
三
位

一
体
の
改
革
」
に
よ
り
縮
小
さ
れ
て
い

く
財
源
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
自
主
財
源
の
確

保
・
拡
大
に
お
い
て
、
村
独
自
の
施
策
を
展
開

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
自
主
財
源
確
保
・
拡
大
の

上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
「
農
業
」「
商
業
」「
工

業
」「
観
光
」
の
産
業
振
興
の
施
策
を
お
伺
い

し
ま
す
。

　

農
業
振
興
の
施
策
は
、
農
家
組
合
が

中
心
と
な
り
、
20
年
度
を
目
標
と
し
た

集
落
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
村
内
20
地
区
で

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
集
落
営
農
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

 

家
畜
排
せ
つ
物
の
適
正
処
理
に
よ
る
堆
肥
利

用
の
推
進
や
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
原
則
に
農

業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
組
織
的
回
収
を
実
施

し
、
環
境
に
配
慮
し
た
循
環
型
農
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
産
地
消
推
進
お
よ
び
直
売
施
設
整

備
の
面
で
、
野
菜
や
果
物
を
学
校
給
食
へ
供
給

す
る
取
り
組
み
。
施
設
の
管
理
運
営
や
販
売
体

制
づ
く
り
や
リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど
を
推
進
し
ま

す
。

　

商
業
振
興
の
施
策
は
、
岩
手
山
麓
や
盛
岡
環

状
線
近
隣
を
は
じ
め
と
し
た
中
小
の
商
店
主
や

村
商
工
会
等
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
特
色
の
あ
る
商
業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く

べ
く
新
た
な
方
向
性
を
見
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

工
業
振
興
の
施
策
は
、
工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

計
画
に
基
づ
く
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
企
業
情
報
の
収
集
と
支
援
体
制
の
構
築
を

進
め
ま
す
。

　

今
後
の
地
域
経
済
活
性
化
や
雇
用
の
場
の
確

保
、
地
域
振
興
の
上
か
ら
も
、
盛
岡
西
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
へ
の
積
極
的
な
企
業
誘
致
の
推
進
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
学
官
連
携
を
本
村
の
特

色
と
し
て
、
既
存
企
業
の
高
度
化
支
援
、
研
究

開
発
型
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
を
積
極
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

観
光
振
興
の
施
策
は
、
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ

と
、
岩
手
山
と
そ
の
山
麓
に
広
が
る
雄
大
な
自

然
が
代
表
的
な
資
源
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

岩
手
山
を
中
心
と
し
た
自
然
と
の
共
生
、
そ
こ

に
根
づ
く
、
誇
れ
る
文
化
と
の
共
生
を
観
光
の

原
点
と
し
て
位
置
付
け
、
資
源
の
有
効
活
用
と

維
持
保
全
に
努
め
ま
す
。

Q1

（
新
志
会
）

▲16年 10月に行われた村産業まつり
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